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一

日
本
の
平
安
時
代
を
代
表
す
る
文
章
家
の
菅
原
道
真
は
、
承
和
年
間
（
八
三
四
―
四

八
）
に
舶
載
さ
れ
た
白
居
易
の
文
集
を
、
逸
早
く
愛
読
し
た
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
道
真
が
、
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
後
の
胸
中
を
綿
〻
と
綴
っ
た
五
言
詩
の
「
敍

意
一
百
韻
」
は
、
白
居
易
の
得
意
と
し
た
百
韻
詩
に
学
ん
だ
も
の
と
い
い
、
中
で
も
白
氏

が
、
唐
の
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
政
治
的
言
動
に
よ
っ
て
江
州
に
左
遷
さ
れ
た
際
、
友

人
達
に
寄
せ
て
作
ら
れ
た
五
言
詩
「
東
南
行
一
百
韻
」
に
、
直
接
の
影
響
を
被
っ
て
い
る
。

両
作
品
は
、
詩
の
形
式
が
合
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
左
遷
後
の
心
境
を
綴
る
と
い
う
主

題
も
共
通
し
、
失
意
の
道
中
や
、
任
地
の
寂
寥
と
鄙
び
た
風
俗
を
映
し
出
す
趣
向
も
軌
を

一
に
す
る
上
、
字
句
の
直
接
的
な
襲
用
も
認
め
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
道
真
の

「
熱
惱
煩
纔
滅
、
凉
氣
序
罔
愆
（
熱
惱
の
煩
ひ
纔
か
に
滅
し
、
凉
氣
の
序
で
愆
る
こ
と
な

し
）」
の
二
句
は
、
白
氏
「
氣
序
凉
還
熱
（
氣
序
凉
し
く
還
た
熱
し
）」
の
句
を
敷
衍
し
た

も
の
に
違
い
な
い
。

た
だ
白
氏
の
「
東
南
行
」
が
、
悲
愁
を
漂
わ
せ
つ
つ
も
、
元
稹
や
杜
元
穎
等
、
同
じ
時

期
に
科
挙
及
第
し
た
同
輩
た
ち
と
の
旧
交
に
思
い
を
寄
せ
る
の
に
対
し
、
道
真
の
「
敍

意
」
が
、
老
荘
の
書
や
釈
教
に
一
抹
の
慰
め
を
得
な
が
ら
、
自
ら
の
往
年
の
栄
華
と
功
績

に
思
い
を
馳
せ
、
孤
愁
を
募
ら
せ
て
い
る
点
は
、
些
か
異
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
も
、
道
真
は
「
東
南
行
」
の
字
句
に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

詳
し
い
認
定
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
一
つ
の
障
碍
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。「
東
南
行
」
は

『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
の
首
に
収
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
巻
、
実
は
、
現
存
の
認
め
ら
れ
る

わ
が
国
の
古
写
本
中
に
全
形
を
闕
い
て
お
り
、
道
真
の
愛
誦
し
、
舶
載
当
初
の
唐
鈔
本
の

形
を
引
く
文
集
七
十
巻
の
本
文
を
、
十
分
に
参
照
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
不
足
を
補
う
資
料
も
、
僅
か
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、

断
片
的
に
伝
存
す
る
旧
鈔
本
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
後
世
の
伝
本
の
行
間
や
欄
外
に
移

写
さ
れ
た
異
文
や
補
注
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
か
つ
て
伝
存
し
た
旧
本
の
残
映
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
そ
の
失
地
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
幸
い
平
成
二
十
四
年
度
に
、
当
部
収
蔵
の
九
条
家
本
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六

の
残
簡
が
整
理
公
開
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
東
南
行
」
を
含
む
『
白
氏
文
集
』

巻
十
六
の
例
を
以
て
、
そ
う
し
た
事
情
の
一
端
を
示
し
た
い
。

資　

料　

紹　

介

九
条
家
本
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
残
簡

住
　
吉
　
朋
　
彦
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二

現
在
も
っ
と
も
広
く
旧
鈔
の
『
文
集
』
を
伝
え
る
本
は
、
そ
の
大
半
を
大
東
急
記
念
文

庫
に
蔵
す
る
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
の
実
態
は
、
鎌
倉
期
書
写
の
豊
原

奉
重
校
訂
本
を
中
心
に
、
早
く
か
ら
別
伝
の
平
安
写
本
等
を
補
配
し
た
複
合
的
写
本
群
で
、

知
ら
れ
る
限
り
巻
六
十
八
に
及
ぶ
。
現
在
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
の
一
巻
、
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
蔵
す
る
田
中
教
忠
旧
蔵
の
五
巻
、
最
近
伝
存
の
確
認
さ
れ
た
三
井

記
念
美
術
館
蔵
の
二
巻
等
、
諸
所
に
散
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
知
ら
れ
る
限
り
、
金

沢
文
庫
本
の
巻
十
六
は
伝
わ
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
巻
十
六
の
旧
鈔
本
を
見
る
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
か
と
言
え
ば
、
な
お
そ

の
片
鱗
を
直
接
に
窺
わ
せ
る
資
料
が
、
二
種
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
鎌
倉
期
に

『
文
集
』
の
要
文
を
抄
録
し
た
『
管
見
抄
』
で
あ
る
。
た
だ
本
書
は
、
政
教
に
照
ら
し
て

詩
句
の
摘
録
を
行
い
、
散
文
や
駢
文
等
の
長
篇
も
厭
わ
な
い
反
面
、
準
則
に
適
う
数
句
の

み
の
抄
出
に
終
わ
る
場
合
も
し
ば
し
ば
で
、
巻
十
六
で
は
、
問
題
の
「
東
南
行
」
も
抄
録

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
二
百
句
中
、
第
百
五
十
九
か
ら
百
七
十
に
至
る
十
二
句
、

六
十
字
に
過
ぎ
な
い
。

『
管
見
抄
』
採
録
の
「
東
南
行
」
の
本
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
行
頭
の
ア
ラ
ビ

ア
数
字
は
、
日
本
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
古
活
字
刊
行
の
那
波
本
に
於
け
る
各
句
の
序

数
を
示
す
。159　

孔
窮
緣
底
事

160　

顏
夭
有
何
辜

161　

龍
智
猶
經
醢

162　

龜
靈
未
免
刳

163　

窮
通
應
已
定

164　

聖
哲
不
能
踰

165　

況
我
身
謀
拙

166　

逢
他
厄
運
物

167　

漂
流
隨
大
海

168　

鎚
鍜
任
洪
爐

169　

險
阻
嘗
之
矣

170　

栖
遑
命
也
夫

那
波
本
を
以
て
対
校
す
る
と
、
異
同
は
三
箇
所
あ
り
、
第
百
六
十
四
句
「
聖
哲
も　

踰

ゆ
る
こ
と
能
は
ず
」
の
「
踰
」
を
「
逾
」
に
、
第
百
六
十
六
句
「
他
の
厄
に
逢
ひ　

運　

物
」
の
「
物
」
を
「
拘
」
に
、
第
百
七
十
句
「
栖
遑　

命
な
る
か
な
」
の
「
遑
」
を
「
遲
」

に
作
る
。
こ
れ
ら
は
宋
明
版
や
朝
鮮
版
も
全
て
那
波
本
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第

百
六
十
四
句
は
同
義
、
第
百
六
十
六
句
は
、『
管
見
抄
』
の
「
運
物
」
で
は
意
を
通
じ
な

い
上
、
上
平
声
虞
韻
の
脚
踏
に
照
ら
せ
ば
、
那
波
本
の
「
拘
」
が
正
文
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

第
百
七
十
句
は
、
安
息
を
意
味
す
る
那
波
本
の
「
栖
遲
」
に
対
し
、
多
事
不
安
の
意
と
な

る
『
管
見
抄
』
の
「
栖
遑
」
の
方
が
、
文
義
に
合
う
点
が
あ
る
。
旧
鈔
の
『
管
見
抄
』
に

は
相
応
に
誤
写
も
含
ま
れ
る
が
、
末
尾
の
一
条
は
、
孤
例
と
雖
も
諸
本
に
勝
れ
る
と
い
う
、

旧
鈔
本
の
意
義
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
種
、
近
時
、
宮
内
庁
書
陵
部
で
整
理
を
進
め
て
い
る
九
条
家
旧
蔵
本
の
、

残
巻
類
の
包
み
か
ら
、
白
居
易
「
東
南
行
」
の
一
部
と
見
ら
れ
る
鎌
倉
期
書
写
の
零
簡
一

枚
が
発
見
さ
れ
た
（
函
架
番
号
、
九
・
一
〇
〇
九
二
、
図
版
7
）。
こ
の
一
本
は
、
縦
二

七
．
八
糎
、
横
五
五
．
四
糎
と
大
振
り
の
斐
紙
に
墨
界
を
施
し
、
字
面
高
さ
約
二
一
．
九
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糎
、
一
紙
に
対
し
二
十
四
行
、
毎
行
十
五
字
の
、
鎌
倉
初
期
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
書
写
さ

れ
て
い
る
。「
東
南
行
」
は
『
白
氏
文
集
』
の
他
に
『
才
調
集
』
巻
一
に
も
収
め
ら
れ
る

が
、
現
存
の
同
集
と
比
べ
る
限
り
異
同
が
多
い
。
そ
こ
で
該
本
は
、
日
本
に
流
布
し
た
七

十
巻
本
『
文
集
』
巻
十
六
の
残
簡
と
見
ら
れ
、
一
紙
の
行
字
数
か
ら
考
え
、
そ
の
第
二
葉

と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
一
紙
、
中
央
に
大
き
な
損
傷
が
あ
っ
て
惜
し
ま
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
第
四
十
九
か

ら
百
十
ま
で
の
六
十
二
句
中
の
二
百
三
十
九
字
と
、
中
間
に
小
字
双
行
の
自
注
七
条
、
百

三
十
八
字
を
含
ん
で
い
る
。
当
該
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
翻
印
を
参
考
さ
れ
た
い
。

該
本
を
那
波
本
や
宋
明
版
に
比
べ
る
と
、
有
意
の
異
文
が
多
い
。
例
を
挙
げ
る
と
、
那

波
本
の
第
六
十
九
、
七
十
句
に
、
元
稹
や
韋
処
厚
等
、
白
氏
の
同
僚
達
が
、
大
志
を
抱
き

都
で
政
務
に
励
む
様
を
述
べ
、「
世
務
經
磨
揣
、
周
行
竊
覬
覦
（
世
務
は
磨
揣
を
經
、
周

行
は
竊
か
に
覬
覦
す
）」
と
あ
る
所
（
翻
印
８
至
９
行
）、「
磨
」
を
「
摩
」
に
作
る
用
字

の
相
異
は
と
も
か
く
、
そ
の
前
の
「
經
」
字
は
、
単
に
磨
揣
を
経
た
と
す
る
よ
り
、
九
条

家
本
の
よ
う
に
「
私
」
と
、
私
か
に
志
あ
る
旨
と
す
る
方
が
、
文
理
に
適
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
旧
鈔
本
と
し
て
の
特
色
を
示
す
異
文
は
少
な
く
な
い
が
、
殊
に
重
要
な
点
は
、

自
注
七
条
の
う
ち
、
最
後
の
一
つ
を
除
く
六
条
が
、
宋
刊
本
系
統
の
流
布
本
に
は
全
く
見

え
な
い
点
で
あ
る
。
例
え
ば
那
波
本
第
百
一
、
百
二
句
の
「
論
笑
杓
胡
硉
、
談
憐
鞏
囁

嚅
」
に
対
す
る
「
李
十
一
杓
直
性
多
可
、
不
持
確
論
、
故
衆
號
爲
胡
硉
王
。
竇
七
鞏
善
談

謔
而
口
微
吃
、
衆
或
呼
爲
吃
鞏
（
李
十
一
杓
直
は
性
可
と
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
確
論
を
持

せ
ず
、
故
に
衆
号
し
て
胡
硉
王
と
為
す
。
竇
七
鞏
は
談
謔
を
善
く
す
れ
ど
も
口
に
微
吃
あ

り
、
衆
或
ひ
は
呼
び
て
吃
鞏
と
為
す
）」
の
注
（
翻
印
20
至
21
行
）
は
、
自
ら
補
わ
な
け

れ
ば
本
文
を
解
し
得
な
い
底
の
、
元
来
の
自
注
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
「
東
南
行
」
前
半
の
自
注
の
存
在
は
、
既
に
花
房
英
樹
氏
『
白
氏
文
集
の
批
判

的
研
究
』
に
、
那
波
本
へ
の
移
写
書
入
に
基
づ
い
て
指
摘
さ
れ
、
近
年
の
中
国
刊
行
の
校

注
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
書
入
の
み
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
本

文
の
夾
注
と
し
て
旧
鈔
本
中
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
、
非
常
に
大
き
い
。
ま
た
こ

の
よ
う
に
、
本
資
料
の
価
値
は
、
後
世
の
伝
本
に
移
写
さ
れ
た
書
入
と
併
せ
考
え
る
時
、

そ
の
意
味
を
増
す
よ
う
で
あ
る
。

三

そ
こ
で
次
に
、
那
波
本
に
移
写
さ
れ
た
異
文
の
意
義
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
日
本
に

お
け
る
『
白
氏
文
集
』
流
布
の
画
期
を
成
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
、
元
和
四
年

（
一
六
一
八
）
に
那
波
道
円
に
よ
っ
て
校
刊
さ
れ
た
古
活
字
本
、
い
わ
ゆ
る
那
波
本
の

『
白
氏
文
集
』
で
あ
る
。
そ
の
本
文
に
つ
き
、
こ
こ
で
喋
〻
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
が
、

要
す
る
に
日
本
で
は
、
白
居
易
在
世
時
以
来
、
唐
代
に
作
ら
れ
た
鈔
本
が
公
家
周
辺
に
転

写
さ
れ
、
室
町
時
代
末
ま
で
は
そ
う
し
た
旧
鈔
本
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
江
戸
初
に

至
り
、
北
宋
版
に
基
づ
い
た
と
さ
れ
る
朝
鮮
版
を
、
さ
ら
に
翻
印
し
た
那
波
本
が
登
場
し
、

本
文
流
布
の
情
況
が
一
転
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
那
波
本
を
底
本
と
す
る
書
入
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現

存
の
那
波
本
に
は
、
し
ば
し
ば
詳
細
な
訓
点
と
校
合
等
の
書
入
を
有
ち
、
江
戸
初
に
お
け

る
『
白
氏
文
集
』
受
容
の
再
興
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
起
こ
し
た
の
は
、
儒
者
と

し
て
の
自
立
を
目
指
し
た
林
羅
山
や
、
そ
の
周
辺
の
漢
学
者
達
で
あ
り
、
那
波
道
円
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。

林
家
で
は
前
代
の
釈
家
禅
林
の
漢
学
に
異
を
唱
え
、
鎌
倉
時
代
以
前
、
官
家
の
趣
向
に

投
じ
た
『
白
氏
文
集
』
を
重
視
し
た
。
そ
し
て
当
時
の
日
本
で
は
、
あ
る
漢
籍
へ
の
関
心
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が
、
そ
の
本
文
と
解
釈
、
即
ち
然
る
べ
き
和
訓
へ
の
需
め
を
呼
び
起
こ
す
。
こ
こ
に
古
活

字
本
の
刊
行
が
重
な
り
、
古
活
字
本
を
底
本
と
し
、
博
士
家
由
来
の
訓
点
を
移
写
す
る
機

運
を
生
じ
た
。
こ
う
し
た
現
象
は
、『
文
選
』
や
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
古
活

字
本
に
対
す
る
古
訓
移
写
の
盛
行
と
も
連
動
し
て
い
よ
う
。

右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
那
波
本
の
『
白
氏
文
集
』
に
は
詳
細
な
書
入
本
が
散
見
さ
れ

る
。
そ
の
多
く
は
古
訓
の
移
写
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
、
巻
末
に
写
さ
れ

た
元
来
の
識
語
か
ら
見
て
、
金
沢
文
庫
本
の
訓
点
書
入
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
金
沢
文
庫
本
関
係
書
入
移
写
本
の
巻
十
六
を
見
る
と
、
そ
の
首
約
一
張
を
除
い
て
は

古
訓
を
備
え
て
い
る
。
識
語
こ
そ
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
他
巻
の
情
況
を
勘
案
す
る
と
、

江
戸
初
ま
で
は
金
沢
文
庫
本
ま
た
は
そ
の
配
本
に
巻
十
六
を
存
し
、
こ
れ
を
写
し
た
の
で

は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
い
ず
れ
も
首
張
を
闕
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
来
源
は
同

一
と
見
ら
れ
る
。

那
波
本
の
書
入
に
は
、
訓
点
の
他
に
、
行
間
や
欄
外
に
加
わ
っ
た
校
注
、
音
義
、
補
注

の
類
が
含
ま
れ
る
。
巻
十
六
の
「
東
南
行
」
を
見
る
と
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
旧
鈔
本
中

の
自
注
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
旧
鈔
本
に
基
づ
く
こ
と
が
概
そ
確
認
さ

れ
る
が
、
そ
れ
で
は
本
文
の
校
異
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
個
々
の
書
入
の

有
無
や
、
異
文
の
詳
細
に
わ
た
れ
ば
、
書
入
同
士
の
相
異
も
少
な
く
な
い
が
、
金
沢
文
庫

本
で
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
校
合
本
文
の
原
姿
を
定
め
る
こ
と
は
、
ど
の
程
度
可
能
で
あ

ろ
う
か
。

四

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
東
京
国
立
博

物
館
蔵
本
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
本
、
高
松
宮
旧
蔵
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
の
四

部
の
書
入
を
相
互
に
比
較
し
、
前
節
に
見
た
九
条
家
本
残
簡
を
参
考
に
加
え
、
旧
鈔
本
の

形
を
考
え
て
み
た
い
。
書
陵
部
蔵
本
は
、
書
入
の
意
義
を
重
視
さ
れ
た
神
鷹
徳
治
、
下
定

雅
弘
両
氏
の
編
集
に
よ
り
、
全
文
が
影
印
が
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
東
博
本
は
、
林
羅

山
が
加
点
し
、
息
男
の
鵞
峰
が
こ
れ
を
補
っ
た
も
の
。
蓬
左
文
庫
本
は
、
名
古
屋
藩
儒
細

井
平
洲
の
旧
蔵
、
歴
博
蔵
本
は
、
伝
来
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
初
期
の
訓
点
移

写
本
で
あ
る
。

ま
ず
先
に
歴
博
本
に
つ
い
て
述
べ
て
し
ま
う
と
、「
東
南
行
」
に
関
し
て
は
、
朱
点
朱

引
の
他
、
二
種
の
墨
筆
書
入
が
あ
る
。
一
つ
は
江
戸
初
期
の
筆
を
以
て
本
文
の
一
部
に
施

さ
れ
た
訓
点
で
、
第
百
五
十
九
句
よ
り
百
七
十
句
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
『
管
見
抄
』
の
抄
録

範
囲
に
一
致
し
、
第
百
七
十
句
の
「
栖
遲
」
の
「
遲
」
に
「
遑
イ
」
と
注
記
す
る
点
も
同

書
に
合
う
。
加
え
て
そ
の
訓
点
も
、
同
書
の
附
訓
を
移
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
も
う

一
つ
は
別
筆
で
欄
外
に
白
居
易
の
自
注
を
移
し
た
も
の
、
こ
ち
ら
は
宋
紹
興
刊
本
以
下
の

流
布
本
の
系
統
に
合
致
す
る
。『
管
見
抄
』
に
よ
る
歴
博
本
の
書
入
は
、
他
の
書
入
本
と

は
系
統
を
異
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
他
の
書
入
本
に
つ
き
、
先
に
見
た
第
七
十
句
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、「
世
務
經

磨
揣
（
世
務
は
磨
揣
を
經
）」
と
あ
る
所
、
那
波
本
書
入
の
書
陵
部
本
、
蓬
左
文
庫
本
の

二
本
は
「
私
摩
揣
（
私
か
に
摩
揣
す
）」
と
傍
記
し
、
九
条
家
本
と
同
文
を
注
す
る
。
実

は
東
博
本
で
も
「
經
」
に
訓
点
を
闕
い
て
、
移
写
の
底
本
に
異
文
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
ま
た
第
百
三
句
「
李
酣
尤
短
竇
（
李　

酣
に
し
て
尤
も
短
竇
）」
の
「
竇
」
は

意
義
不
明
で
、
直
前
に
見
え
る
竇
鞏
の
こ
と
と
考
え
る
他
な
く
、
後
世
の
明
版
で
は
「
猶

短
竇
」
と
転
訛
し
て
い
る
。
し
か
し
「
尤
」
字
は
朝
鮮
版
や
宋
紹
興
刊
本
に
も
同
様
で
あ

り
、
第
百
四
句
後
の
自
注
「
李
廿
身
軀
短
小
」
に
照
ら
し
て
も
、
単
に
李
紳
の
体
躯
を
指
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す
こ
と
は
明
ら
か
で
、
那
波
本
中
、
書
陵
部
本
、
蓬
左
文
庫
本
書
入
中
の
「
品
」
の
異
文

が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
異
文
が
然
る
べ
き
旧
鈔
本
に
基
づ
く
こ
と
は
、九
条
家
本
も
「
品
」

に
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
証
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
林
家
襲
蔵
の
東
博
本
は
、
異
文
の
校
合

に
つ
い
て
不
徹
底
の
点
が
認
め
ら
れ
る
が
、
書
陵
部
本
と
蓬
左
文
庫
本
の
一
致
す
る
所
は
、

概
ね
同
種
の
旧
鈔
本
と
の
異
同
を
止
め
た
も
の
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

次
に
自
注
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
那
波
本
書
入
に
見

え
た
独
自
の
自
注
は
、
旧
鈔
本
中
に
も
存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
信

用
を
置
け
る
が
、
細
か
に
見
れ
ば
、
そ
の
本
文
に
は
ま
た
異
同
が
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
九

条
家
本
第
百
二
句
後
の
「
李
十
一
杓
直
性
多
可
、
不
持
確
論
、
故
衆
号
為
胡
硉
王
。
竇
七

鞏
善
談
謔
而
口
微
吃
、
衆
或
呼
為
吃
鞏
」
の
注
、
書
陵
部
本
に
は
上
の
「
衆
」
字
を
闕
き
、

石
偏
の
「
硉
」
を
彳
偏
の
「
律
」
に
、
下
の
「
衆
」
を
「
衣
」
に
作
る
。

二
つ
の
「
衆
」
字
に
つ
い
て
、
上
は
な
く
と
も
可
で
あ
ろ
う
が
、
下
は
「
衣
」
に
作
っ

て
は
意
を
為
さ
な
い
。
ま
た
「
胡
硉
」
の
語
は
、
謝
思
煒
氏
の
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
に

渾
円
光
滑
、
円
く
滑
ら
か
な
貌
と
解
す
る
。「
忽
硉
」「
兀
硉
」
と
も
書
き
、
李
氏
の
寛
容

の
性
格
を
譬
え
た
一
種
の
擬
態
語
で
あ
ろ
う
か
ら
、
用
字
に
厳
密
を
要
し
な
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
本
文
通
り
石
偏
の
「
胡
硉
」
を
正
文
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

書
陵
部
本
を
例
と
し
た
が
、
諸
本
と
も
転
写
で
あ
る
だ
け
に
、
旧
鈔
本
に
対
置
し
て
み
る

と
、
個
々
に
は
誤
写
や
脱
文
を
免
れ
な
い
。

一
方
、
九
条
家
本
「
口
微
吃
」
の
直
前
に
、
那
波
本
書
入
の
三
本
に
は
み
な
「
磷
」
の

字
が
あ
る
。「
磷
口
」
が
唇
の
薄
い
、
或
い
は
口
に
傷
あ
る
こ
と
を
指
す
と
す
れ
ば
、「
囁

嚅
」
の
語
の
注
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
九
条
家
本
と
那
波
本
書
入
諸
本
の
全
く

同
一
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
後
者
の
却
っ
て
前
者
を
校
し
得
る
点
も
あ
る
こ
と
の
証
左

で
あ
る
。

五

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
九
条
家
本
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
の
残
簡
の
発
見
に
よ
り
、

『
文
集
』
の
校
勘
に
一
資
料
が
提
供
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
当
該
部
分
の
那
波
本
書
入
と

の
対
照
が
可
能
と
な
り
、
後
者
の
意
義
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と

は
、
次
の
二
点
に
お
い
て
、
さ
ら
に
考
証
を
進
め
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
一
に
、「
東
南
行
」
以
外
の
巻
十
六
の
旧
鈔
本
を
、
那
波
本
等
の
書
入
の
蒐
集
と
相

互
の
対
照
に
よ
っ
て
、
復
原
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
無
論
、
諸
本
書
入
の
様
相
を
詳
し

く
見
定
め
て
置
く
こ
と
が
前
提
で
は
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
本
を
含
む
、
然
る
べ
き
旧
鈔
本

の
出
現
す
る
日
ま
で
、
そ
の
作
業
は
有
意
義
と
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
の
方
法
は
、
旧
鈔
本

を
闕
く
『
白
氏
文
集
』
の
、
他
の
巻
〻
に
つ
い
て
適
用
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
同
様

の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
早
く
に
施
さ
れ
た
日
本
人
の
解
釈
、
和
訓
の
古
形
を
も
帰
納
し
得

る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
古
活
字
本
へ
の
古
訓
の
移
写
書
入
を
、
日
本
の
学
問
史
上
の
一
大
現
象
と
見

る
時
、
そ
の
全
貌
を
視
野
に
入
れ
、
博
士
家
を
中
心
と
す
る
室
町
以
前
の
漢
学
の
普
及
が
、

江
戸
初
以
降
に
行
わ
れ
る
和
刻
本
漢
籍
の
展
開
と
以
下
に
接
属
す
る
か
を
考
え
、
こ
の
期

に
お
け
る
再
興
の
意
味
が
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
た
、
基
盤
と
な
る
古

活
字
本
の
析
出
や
、
判
別
を
経
、
書
入
の
比
較
対
照
と
い
う
煩
雑
な
事
業
を
伴
う
が
、

『
白
氏
文
集
』
の
場
合
も
、
そ
の
有
力
な
一
事
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。



（ 85 ）

六

諸
本
の
校
勘
を
経
た
後
に
、
冒
頭
に
挙
げ
た
菅
原
道
真
の
「
敍
意
一
百
韻
」
を
読
み
直

し
て
見
る
と
、
そ
の
第
百
三
十
九
句
に
「
掃
室
安
懸
磬
（
室
を
掃
ひ
懸
磬
に
安
む
ず
）」

と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
字
句
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
六
年
夏
の
斉
侯

の
語
に
「
室
如
縣
罄
、
野
無
靑
草
（
室　

縣
罄
の
如
く
、
野
に
靑
草
無
し
）」
と
あ
る
の

に
基
づ
く
。「
縣
罄
」
と
は
中
空
の
楽
器
で
、
所
有
の
な
い
こ
と
の
譬
え
で
あ
る
が
、
道

真
の
句
は
、
直
接
に
は
さ
ら
に
白
居
易
「
東
南
行
」
の
第
百
七
十
七
句
「
貧
室
如
懸
磬

（
貧
室　

懸
磬
の
如
し
）」
に
拠
る
。

さ
て
こ
の
箇
所
、
那
波
本
の
書
入
に
見
ら
れ
る
旧
鈔
本
は
、
意
外
な
こ
と
に
「
室
」
を

「
活
」
に
作
る
異
文
を
伝
え
て
い
る
。
唐
鈔
本
ま
た
は
そ
れ
に
極
め
て
近
い
旧
鈔
本
を
用

い
た
で
あ
ろ
う
道
真
の
撰
文
は
、
転
写
さ
れ
た
旧
鈔
本
系
統
の
異
文
で
は
な
く
、
宋
刊
本

系
統
の
「
室
」
に
一
致
し
た
。
こ
れ
は
、
道
真
の
用
い
た
本
と
、
那
波
本
書
入
か
ら
窺
い

知
れ
る
旧
鈔
本
が
別
系
統
で
あ
る
の
か
、ま
た
は
書
入
の
底
本
に
お
い
て
も
本
行
は
「
室
」、

「
活
」
は
傍
記
等
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
事
例
は
、
旧
鈔
本
を
扱
う
こ
と
の
難
し
さ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
宋
刊
本
も
一
つ

の
唐
鈔
本
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
当
然
の
事
実
、
旧
鈔
本
に
特
有
の
異
文
が
、
必
ず

し
も
原
姿
を
伝
え
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
事
情
を
、
私
た
ち
は
常
に
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
れ
を
移
写
し
た
書
入
の
異
文
は
、
底
本
に
お
け
る
位
相
を
失
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
、
復
原
に
当
た
っ
て
は
そ
の
点
に
も
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

〔
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献
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史
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史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
高
松
宮
伝
来
書
籍
を
中
心
と
す

る
漢
籍
読
書
の
歴
史
と
そ
の
本
文
に
関
す
る
研
究
」（
代
表
静
永
健
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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〔
翻
印
〕

氣
序
凉
還
熱
光
陰
旦
復
晡
身
方
逐
萍
梗

年
欲
近
桑
榆
渭
北
田
園
廢
江
西
歲
月
徂

憶
歸
恒
慘
憺
懷
舊
忽
踟
躕
自
念
咸
秦
客

嘗
爲
鄒
魯
儒
蘊
藏
經
國
術
輕
棄
度
關
繻

５　

賦
力
凌
鸚
鵡
詞
鋒
敲
轆
轤
戰
文
重
掉
鞅

謂
十
六
年
予
進
士
出
身

十
八
年
又
抜
萃
及
第

射
策
一
彎
弧
二
十
一
年
又
應

制
一
上
登
科

崔
杜
鞭
齊
下
□
□
□
並
驅
予
與
崔
廿
二
杜
十
四
同
進

士
元
九
韋
大
同
勅
制
科
也

名
聲
逼
楊
□
□
□
□
□
朱
世
務
私
摩
揣

周
行
□
□
□
□
□
□
□
□
□
露
各
沾
濡

10　

□
□
□
□
□
□
慙
固
陋
軀
承
明
連
夜
直

建
□
□
□
□
□
□
□
□
府
□
□
降
御
厨

議
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
殿
行
陪
宴

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
天
籟
動
笙
竽

丸
劔
星
芒
□
□
□
□
□
□
定
場
排
漢
侲

15　

促
座
進
□
□
□
緲
疑
□
□
嬋
娟
勝
畫
圖

歌
鬟
□
□
□
□
□
墮
紅
珠
別
選
閑
遊
伴

濳
招
小
□
□
□
盃
愁
已
破
三
盞
氣
彌
麤

軟
美
□
□
□
幽
閑
葛
氏
□
□
千
方
得
斗

二
八
正
當
壚
仇

家

萬

姝

皆

當

時

事

也
　

論
笑
杓
胡
硉

20　

談
憐
鞏
囁
嚅
李
十
一
杓
直
性
多
可
不
持
確
論

故
衆
號
爲
胡
硉

王
竇
七
鞏
善
談

謔
而
口
微
吃
衆

或
呼
爲
吃
鞏

李
酣
尤
短
品
庾
醉
更
蔫
迂
李廿

身
軀
短
小
庾
三
十
三
神

迂
徐
毎
因
醉

中
各
滋
本
態
當
時
亦
因
爲
短
李
蔫
庾

鞍
馬
呼
教
住

頭
盤
唱
遣
輸
長
驅
波
卷
白
連
擲
采
成
盧

頭
盤
卷
白
波
卷
莫
走

鞍
馬
皆
當
時
酒
令

籌
併
頻
逃
箭
觥
嚴
別
置
盂


